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特別講演

行動障害とABA 一
過去 ・ 現在 ・ 未来一

　　ABA 　to　BehaVior　Disorder：PasちPresent　and 　Future
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司会 ：奥田健次 （行動 コ
ー

チ ン グア カデ ミー）

〈 講演要旨〉

　約40年前、大学 1年 の 夏休みに行 っ た知的障害の あ る人 の 施設の ボラン テ ィ ア 実習で、洋式便器 に座 っ て 性器
い じ りを長時間して い た男児、毎 日 1回は物壊 しをして い た青年に出会い ま したが、私はなす術を持ちませ ん で

した 。 それから20年たっ て、自閉症や知螂轄 に 関す る知識 と応用行動分析学の 知識 ・技術を身につ けたはずで

したが、強度行動障害を示すA さん の 前にその 自負は簡単に打ち壊されました。母親の 「専門家は信用できません。
養護学校や施設 に は専門家が い る は ずな の に、20年間私 の 娘に何もして くれませ んで した」 とい う言葉に、

“

専門

家
’
と して何とか応えなければ、と思わされ、それ以来、行動障害は私 の 重要な研究テ

ー
マ とな りま した。

　1999年に筑波大学で開催 され た第17回年次大会 で、口頭発表 「β轄 の あ る人 の行動障害の理解と援助 における

確立操作 ・状況事象概念の 有月推 ： 新たな援助ア プ ロ ーチ の 展開に 向けて 」 を行い ま した。当時、わが国で は本
学会を は じめ他学会で も、行動障害につ い て の 発表や論文はほ とんどあ りませ ん で した。実践の 参考になる本 も2
冊程度で した。しか し、JAEI4に は行動障害に関する論文 は多数掲載され て い ま した。

こ の 口頭発表で は、わが国
で の行動障害に関する研究が活発になされ るこ とを願い っ っ 、Durand （1990）、　Gardner　et 　al．（1986）、　Carr＆
Smith（1995）、　Smith ＆ Iwata（1997）等を取 り上げ、特に状況事象 （settilg 　events ）や確立操作 （establishng
operatio 皿 s）に焦点を当て、行鄭 轄 に対する援助ア プ ロ

ー
チを論じました。状況事象や確立操作に 焦点 を当て る

こ とは、そ の 後 の 生活全体に焦点を当て る こ と、生活全体を見直すこ と、最適な生活を設計する こ と、とい っ た

行動障害に対する包括的な支援の 在 り方 につ なが るもの で した。

　2000年に必要に駆 られ 当時 の 実践をまとめて 「行動障害の 理解と援助」 供 編著）を出版 しました 。 同時期に、
“Antewedent　Contro1．’　i ηovative 　Ap ρroacthes め 麁 加 協（π 5ψ瞬

’
（Edited　by　J．　LUise丗 ＆ M ．　Ca皿 eron ，

Baltimore二 Paul　H ．　B   kes，1998．邦題 「挑戦的行動の先行子操作」）1こ出会い 、その 第1章を読ん で身震 い し

ました。Ca皿 ，E．G ．らは従来 の微視的 （molecUlar ）分析に巨視的 （molar ）分析を加えた包括的なア プ ロ ー
チを提

案し、すで に実践してい たの です。そ して、巨視的な展開に状況事象や確立操作が 重要な役害ilを果た して い る こ

とが 強調され て い たの です。

　こ の 10年間に本学会で の 行動障害に関する発表は飛躍的に増え、応用行動分析学に基 づ く支援方法 に関する論
文や書籍も多数入 手で きるようになりま した 。 しか し、 取 り組むぺ き課題がたくさん残されてい るの も事実です．
本講演で は、行動障害 に対す る応用行動分析学の 方法論 の 変遷 とそ の 裏付けとな る理論的 ・概念的変化 を踏まえ
た上 で、今後の 実践 ・

研究の 在 り方を論 じたい と思い ます。

〈 プ ロ フ ィ
ー

ル 〉

大阪教育大学教育学部 ・大学院教育学研究科 （修 士課程）にて高木俊
一
郎先生 の指導を受ける。

筑波大学大学院心身障害学研究科 （博士課程）に て ノ」淋 重雄先生の 指導を受ける。
こ の はな幼稚園に て秋元久美江園長 の もと統合保育の 実践 ・研究 に当た る 。

そ の 後、足立 区教育セ ン タ
ー、中国短期大学、西南女学院 大学を経 て 、2002年 より筑波大学。

研究テ
ー

マ は 、自閉症、行動障害、統合保育、等。現在は選択性緘黙に注力。

〈 主な著書 ・翻訳書〉

「統合保育の 方法論」　 （園山繁樹著）相川書房，1996年
「行動障害の理解と援助」　 （長畑正道 ・

小林重雄
・
野 口 幸弘 ・園山繁樹編著）コ レ

ー
ル 社，2000 年

「挑戦的行動の先行子操作」　（園山繁樹 ・野 口幸弘 ・山根正夫 ・平澤紀子
・北原佶訳）二瓶社 ， 2001年

「入 門 ・問題行動の 機能的アセ ス メ ン トと介入」　（園山繁樹訳）二瓶社，2002 年
「自閉性障害の 理解と援助 （小林重雄 ・園山繁樹 ・

野 口 幸弘編著） コ レ
ー

ル 社 ， 2003年
「子 どもの 発達の 行動分析 ・新訂訳」　（園山繁樹 ・根 ヶ 山俊介 ・山 口薫訳） 二 瓶社，2003年
厂挑戦的行動 と発達障害」　（園山繁樹 ・

下山真衣訳） コ レ
ー

ル 社，2004年
「行動変容法入門」　（園山繁樹 ・

野 呂文行 ・渡部匡隆 ・大石幸二訳）二瓶社，2006年
「自閉症児と絵 カ

ー
ドで コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン

ーPECS とAAC −
」　（園 山繁樹 ・

竹内康 二 訳）二 瓶仕 2006年
「発達障害の ある人と楽 しく学習一

好みを生か した指導
一

」（園山繁樹 ・松下浩之 林体 浄司訳）二瓶仕 2010年
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